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北海道石狩炭田は，かねてから石炭資源的にも、 また古第三系の模式的発逹地としても知’られている．

またわが国での最重要炭田としての価値をもっており， それは現在に至るまで変っていない．

とくにわが国でも，最も組織的にいち早く調査かすすめられたところであり，現在までに数多くの地質

図幅が作成されている．
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第 1 表地質図幅調査状況—笈表

図幅名 縮 尺 調 査 者
発 行 年

図 幅 I説明書

深 JII 1 : 50,000 鈴木剪 1 9 5 3 

滝 JII II 小林勇 ・垣見俊弘・ 植村武 ・秦光男 1 9 5 7 

歌志内 II 河野義礼 • 松井和典 • 消水勇 1 9 5 6 

美 瑛 II 鈴木守 • 渡辺順 • 春日井昭 1 9 6 4 

砂 }I¥ ,, 松井笈 ・垣見俊弘 ・根本隆文 1 9 6 5 

上 芦 別 II 消水勇 • 田中啓策 ・今井J)j 1 9 5 3 

下富良野 II 橋本亘 1 9 5 5 

岩見沢 II 松野久也 • 田中啓策• 水野篤行• 石IH正夫 1 9 6 4 

幾春別岳 !I 吉田 尚 • 神戸信和 1 9 5 5 

夕 曲 ” 佐々保雄 ・田中啓策• 秦光男 1 9 6 4 

大 夕張 II 長尾拾ー ・ 小山内熙 • 酒匂純俊 1 9 5 4 

追 分 II 松野久也 ・秦光男 1 9 6 0 

ふ叉L文 JIJ 1 : 100,000 根本忠党 .::-. 木杉巳代治• 水11文作 1 9 4 0 I 1 9 4 2 

また，こ の地域には，数多くの炭鉱か存在し 各l全l鉱区内の調査も精細なものが多く設薗な調査結果が山

梢している。

このような没t狐な地質品森料を総括編-Usし， とくに石炭地質平の立場から利用 しやすく ，見やすいよう

にし， さらに最近の新しい森料によって検討することは有紅義てあると考えられる ．従って今回これを編

北し発行することにした．

第2表 編出調査状況一腕表

年度 担当者氏名 調査期間
調 査 地 城

市村町名 関連炭鉱名

河野辿也・ 鈴木泰柑Ii 42・5・20-5・29 夕張市 ・歌志内市 ・芦別市 三井芦別 • 三菱芦別 • 高
杓我部II"敏

夕如市・岩見沢市・三笠市 ・
根 ・柏（旧茂尻）・翌里 ・

ff,, 々木尖 • 佐藤良昭 42・7・13-8・5 
夕張郡 ・空知郡 住友赤ギ • 北炭空知 · 北

,;,;, 我iヽ'ii紅l洵女 ・イ4川昭 42・7・20-8・ 10 
ご．笠市 • 岩見沢市 ・ 美唄市 ・ 斗 • 住友歌志内 ・三井砂
夕張郡 川・ 三省 • 石狩• 第一奈

42 根本1::t文・人:IIJl'.¥fllkif 42・7・20-8・10 芦別市 井江• 美唄常岱 ・災唄 ・

三美（旧三井美唄） ・住友

坊城俊Iゾ • 鈴木泰柚 42・8・9 -8・31 砂 Ill"rb 奔別 • 北炭i祝内 · 北星・

fl, 々木'X 42・9・15-10・7 夕張市 ・タ北郡 ・勇払郡
朝日 ・万字 ・三菱大夕張

• 新二110::・北炭夕張 • 北

サi坊曳俊/'/.尾 I 穿 42・10・15-10・31 
赤平市・ 歌志内市・砂川市

菱鹿島
空知郡
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鈴木泰輔 • 尾上亨 43・6・17-7・10 U少I11 r打 北振•北菱芦別 · 明冶上

芦別• 旭・ 油谷• 西熊ノ
根本隆文・大鴫和雄 43・6・28 -7・19 芦別郡 ・赤平市

沢 • 豊沼 ・滝口 ．異人沢

’泣我部正敏 • 佐川昭 43・6・28-7・19 三笠市 ・タ張郡 ・岩見沢市
• 上村 ・ 北菱我路 • 新三

笠 • 北海栗沢 • 伊藤 ・千

佐々木実 • 佐藤良昭 43・7・18-8・5 夕張市 ・芦別市 歳 • 松島 ・三菱南大夕張

43 • 平和 ・清水沢• 真谷地
佐川 昭 ・根本陥文 43・8・19-9・ 7 夕張市

植田芳郎 • 井上英二
43・9・5 -9・28 滝川市 ・芦別市 ・歌志内市

中尾征三

徳永重元 43・9・11 -9・ 17 滝川市

坊城悛厚 43・9・12-9・28 滝川市

中尾征三 44・6・29 -7・22 芦別市 空知炭鉱赤間鉱

徳永璽元 44・6・30-7・10 芦別市 ・タ張市

44 

佐藤良昭 ・植田芳郎 44・8・27 -9・10 滝川市・芦別市 ‘

中尾征三 44・9・11-10・4 芦別市

編集のための地質調査は，昭和42年から44年にかけて行なわれたが、その間関係する炭鉱諸会社およひ

関連研究機関、さらに当所内の諸資料を引用させて戴いた ．これ ら関連機関等については別表に示してあ

るが， とくに関連諸機関および各研究者の御厚意に対しては，深く感謝する次第てある．

また編集のための地質調査に当っては、上記各関連機関の御協カ・御抜助をうけたことは多大であってァ

これなくして は、 この図は完成しえなかった．

第 3表衰料提供炭鉱一臨表

会社名
炭砿およひ

神....., I 尺
坑内図 • その他 備 考

鉱業所名 地質図 断面図

北菱産 業
我 路 1 : 50,000 

鹿 ＂臣コ' 1 : 3,000 1 : 50,000 

明治鉱業 上 芦 別 1 : 10,000 1 : 10,000 

= 戸 別 1 : 20,000 1 : 50,000 

三菱鉱業 大 夕 張 1 : 20,000 1 : 20,000 1 : 50,000 

南大夕張 1 : 20,000 1 : 20,000 

美 唄
1 : 10,000 

1 : 50,000 
1 : 20,000 1 : 20,000 

美唄 常盤 1 : 50,000 

戸」＇ 別
1 : 10,000 1 : 10,000 1 : 50,000 

三井鉱 業
砂 JII 

1 : 50,000 

1 : 20,000 1 : 20,000 1 : 50,000 

美 1 : 50,000 1 : 50,000 1 . 50,000 
（旧三井美唄） 1 : 20,000 1 : 20,000 
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油 谷 1 : 50,000 

高 根 1 : 5,000 1 : 5,000 

旧雄別 炭 破 柏 (I日茂尻）
1 : 10,000 1 : 10,000 
1 : 5,000 

豊 里 1 : 20,000 1・20,000 1 : 50,000 

赤 平 1 : 20,000 1 : 20,000 1 : 20,000 

住友鉱業 歌 志 内 1 : 20,000 
1 : 20,000 1 : 50,000 

1 : 5,000 

サ本 別 1 : 20,000 1 : 20,000 1 : 50,000 

西熊ノ沢 1 : 50,000 

空 知 1 : 20,000 1 : 20,000 1 : 50,000 

幌 内 1 : 20,000 1 : 20,000 1 : 50,000 

北海 道 炭破 夕 張 1 : 50,000 1 : 50,000 1 : 50,000 

氾(マ¥ 船 平 和 1 : 50,000 1 : 50,000 1 : 50,000 北炭地質調査所の細

清 水 沢 l : 50,000 l : 50,000 1 : 50,000 梨図による．

真 谷 地 1 : 50,000 1 : 50,000 l : 50,000 

北 斗 1 : 5,000 l : 5,000 1 : 5,000 

三 省 鉱業 ：：：： 省 1 : 5,000 

石 狩 1 : 50,000 

第一奈井江 1 : 20,000 1 : 20,000 1 : 50,000 

上 村 1 : 5,000 

北 星炭 破
新 J]10_ : 1 : 50,000 旧北炭唐松炭砿

北 5! 1 : 10,000 1 : 50,000 

朝日炭 破 朝 El 1 : 5,000 1 : 5,000 1 : 50,000 

北涌栗沢 1 : 50,000 

伊 藤 1 : 50,000 

万 字 1 : 50,000 

角 田 炭 破 新 股 1 : 50,000 

千 歳 1 : 50,000 

松 鳥 1 : 50,000 

新夕張 炭破 北 夕 1 : 50,000 

石油開発公団 1 : 50,000 
埜礎試錐「空知」報告会

地質柱状資料による

石狩炭田の地質については，まだ多〈の問題が含まれ てお り，未解決の事項も少な〈ない．

従って本図は現時点における ， •応のまとめというように受取 って蔽ければ幸いである ．

なお，石狩炭田の地質に関する参考文献を末尾に掲げたが， これら の研究内容についても参照させて載

いた ．こ の他にも多くの研究調査結果がある ことを付記する ．

また石狩炭田に閾する ，渚問題， とくに編梨地質調査中に認め られたものについては，別途整理し これを

他日 提示す る予定てある。
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